
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

           

北広島町家庭教育支援チーム 

（呼称：  おおきな木   ） 

 

②活動拠点 北広島町まちづくりセンター 

③活動範囲 北広島町内 

④組織体制 

 

25 人 

（内訳）読書ボランティア 12 名 

その他地域ボランティア 13 名 

 

⑤活動開始年度 令和４年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

北広島町教育委員会 生涯学習課 松長 

（TEL） 050-5812-1864 （E-mail）k-syogaku@town.kitahiroshima.lg.jp 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可

能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

□アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    □自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    □その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☑その他（「こどもが元気なまちづくりプロジェクトｉｎきたひろ」の実施） 

②活動対象 
☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

☑中学生 ☑高校生以上   の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

◯絵本フェスタの開催 

・絵本の読み聞かせや絵本をテーマとした各種ブース 

（絵本作り、紙芝居、工作、演劇等）の企画・運営 

⇒親子で絵本を通じた楽しい時間を過ごし、 

絵本の読み聞かせの意義を学ぶとともに、親子と 

多世代の地域住民との交流を図る。 

 

   

 

 

 

 

 

◯親子での読書活動の推進・関連イベントの実施 

・図書館等での「おはなし会（おはなし広場）」の実施 

・親子向け講演会、絵本原画展等の開催 

⇒各種イベントを町内各地で実施し、親子で気軽に参加できる地域の居場所を

つくるとともに、読み聞かせや絵本の紹介の機会を届ける。 

 

 

 

 

   

 

 

 

◯「こどもが元気なまちづくりプロジェクトｉｎきたひろ」の継続実施 

「本」「子ども」をキーワードに、本を「見る」「読む」にとどまらず、自由な

発想で様々な取組を企画・実施し、親子や地域住民が一体となり、生き生きと

暮らし続けられるまちづくりを実現し、ネットワークの構築を進める。 

 

 



④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

 

○イベントへの参加を通じて、親子や地域住民と楽しい時間をすごすことで、子育ての

不安や負担の軽減につながるきっかけとなっている。 

○子育て家庭と地域や多世代との交流を深める活動を通して、地域全体で子育てを

していこうという思いが芽生え、地域住民同士の連帯感が高まり、親子が楽しく元気に

暮らし続けられるまちづくりが進んできている。 

○子育て支援や読み聞かせ活動に関わるボランティアたちが行政と連携しながら活

動を実施する中で、町内に幅広く、親子で参加できる学びや交流の「居場所づくり」が

生まれている。 

【イベント参加者アンケート（抜粋）】 

○絵本フェスタに参加したことはあなた自身の暮らしの質を高めることにつながると思いますか？ 

⇒ 「つながると思う」88％ 

・家で子供に読み聞かせをあまりしたことがなかったのですが、スタッフの方の読み聞

かせを親子で聞いて、子供だけでなく、私自身が楽しめました。 

・ほっと一息つける時間になりました。誰かに絵本を読んでもらうということはとても心

地よいことですね。 

・読み聞かせ活動を一緒にやってみたくなりました。 

・各ブースの発想がおもしろく、絵本をテーマにこんな工作ができるんだと驚きました。 

・高校生ボランティアさんの頑張る姿に刺激を受けました。 

⑤活動財源 

☑文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業費補助金） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

□厚生労働省事業（事業名：                            ） 

☑地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

□その他の支援により活動を実施 

 


